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地域における老年期痴呆の早期発見・早期対応システムの

構築にむけての取り組み
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目的 地域在宅高齢者における認知機能低下者をスクリーニングし，専門医療機関への受診と地

域ケアに結びつけるシステムを構築しつつある我々の取り組みを紹介し，その過程で明らか

となった課題をまとめることである。

方法 新潟県与板町在住の65歳以上全高齢者1,673人を対象に，2000年11月に簡易認知機能検査

Mini Mental State Examination (MMSE）を含む面接調査を実施した（第一次調査）。1,527
人（91.3％）が応答し，MMSE 得点の年齢別の平均点－1 SD 以下を認知機能低下群（371
人）とした。1 年後に入院・入所中，死亡等を除く332人に対し二次調査の案内を発送し，

希望者158人（42.5％）に対し，2001年11月に訪問面接を実施した（第二次調査）。本人には

再度 MMSE 等を実施すると共に，家族からの聞き取りをもとに Clinical Dementia Rating
(CDR）を用いて痴呆の重症度を評価した。その結果，MMSE 得点が二次調査でも年齢階

級別平均－1 SD 以下であった者，又は CDR≧0.5を満たす者に対して，専門医への受診を

勧奨した（三次調査）。

結果 二次調査非希望者は受検者に比べ一次調査での MMSE 得点は有意に高く，年齢は有意に

低かった。非希望の理由は「物忘れに対する不安がない」が最多であった。三次調査の該当

者（96人）のうち，非希望者（47人）は希望者に比べて二次調査の成績に有意差はみられな

かったが，高年齢かつ MMSE が低得点の者や，低年齢で MMSE が高得点の者が多い傾向

がみられた。三次調査を受検した45人の診断はアルツハイマー型老年期痴呆22人，脳血管性

痴呆13人，パーキンソン病等 5 人，異常なし 5 人であった。なお，これらの取り組みの過程

においては，住民に対して痴呆に関する健康講座を開き（計26回），その普及啓発につとめ

るとともに，地元かかりつけ医や関連機関との連携，さらには痴呆予防教室，ミニ・デイケ

ア（町内 8 ケ所）といった地域ケアシステムの整備を進めてきた。

結論 地域における老年期痴呆の早期発見・早期対応システムを構築する上で，低年齢で認知機

能が軽度低下している者への普及啓発が特に重要である。また，事前の普及啓発や地域高齢

者に対する認知機能検査のあり方，さらには経過観察群に対する地域ケアシステムの整備と

いった課題が再確認された。

Key words：老年期痴呆，早期発見，早期対応，スクリーニング，地域高齢者，地域ケアシステ

ム




